
なくそう放置自転車！　みんなの街です　美しく！

古
堤
街
道
を
往
く
④

「
勝
福
寺
〜
百
体
以
上
の
羅
漢
像
が
並
ぶ
寺
〜
」

第41話

　
中
世
以
来
の
集
落
で
あ
る
諸
福
に
は
、安

土
桃
山
〜
江
戸
時
代
に
創
建
さ
れ
た
寺
社
が

今
で
も
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。十
一
面
観
音

を
本
尊
と
す
る
曹
洞
宗
の
寺
院
、水
月
山
・

勝
福
寺
も
そ
の
一
つ
で
す
。古
堤
街
道
沿
い

の
東
諸
福
公
民
館
の
角
か
ら
坂
道
を
北
向

き
に
下
り
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、街
道
と
約
2

メ
ー
ト
ル
の
比
高
差
が
あ
り
ま
す
。

　
勝
福
寺
は
、慶
長
元
年（
1
5
9
6
）、ち
ょ

う
ど
豊
臣
秀
吉
が
権
勢
を
振
る
っ
て
い
た
頃

に
、地
元
の
有
力
農
民
・
東
ひ
が
し

治じ

左ざ

衛え

門も
ん
と
い

う
人
物
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
ま
し
た
。寺
内

の
墓
地
に
は
創
建
よ
り
古
い
天
文
〜
永
禄
年

間
（
1
5
4
0
〜
60
年
代
頃
）の
銘
が
刻
ま

れ
た
一
石
五
輪
塔
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
勝
福
寺
の
本
寺
は
大
阪
天
満
に
あ
る
天
徳

寺
で
、明
治
の
初
め
頃
ま
で
は
、太た
い
ほ
う
あ
ん

芳
庵
と
い

う
天
徳
寺
の
老
僧
の
隠
居
所
が
現
在
の
諸
福

1
丁
目
付
近
に
あ
っ
た
そ
う
で
す
。ま
た
、明

治
以
前
に
は
東
向
か
い
の
諸
福
天
満
宮
の
宮

寺
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
本
堂
の
鴨
居
に
表
情
豊
か
な
五ご
ひ
ゃ
く
ら
か
ん

百
羅
漢
像

が
並
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、勝
福
寺
は
「
羅

漢
寺
」と
も
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。羅
漢
像

は
、江
戸
時
代
に
祖
先
の
菩
提
供
養
の
た
め

に
大
坂
、京
都
、さ
ら
に
は
遠
く
離
れ
た
小
田

原
藩
な
ど
か
ら
寄
進
さ
れ
て
き
た
も
の
で
し

た
が
、明
治
18
年
（
1
8
8
5
）の
淀
川
の
大

洪
水
で
大
半
の
像
が
流
さ
れ
て
し
ま
い
、現

在
は
難
を
逃
れ
た
135
体
の
座
像
と
16
体
の
立

像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、勝
福
寺
の
本
堂
は
諸
福
を

は
じ
め
旧
南
郷
村
地
域
の
集
会
所
と
し

て
も
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。昭
和
30
年

（
1
9
5
5
）に
は
、大
東
市
設
立
の
た
め
の

準
備
会
合
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。勝
福
寺
は

現
代
の
大
東
市
の
原
点
の
一
つ
で
も
あ
る
の

で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　（
生
涯
学
習
課
）

五百羅漢像
（「大東市文化財絵はがき第一集」より）

勝福寺本堂

青
少
年
協
会
の
催
し

①
あ
そ
び
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

10
月
9
日
㈬
・
23
日
㈬
午
後
3
時
〜
4
時

30
分

　

ア
ク
ロ
ス
　

放
課
後
ア
ク
ロ
ス

で
遊
ぼ
う
！
宿
題
も
Ｏ
Ｋ
　

②
こ
ど
も
お
楽
し
み
会
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

12
月
7
日
㈯
午
後
2
時
〜
4
時
　

ア
ク

ロ
ス
　

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
楽
し
い
ク
リ
ス

マ
ス
会
を
リ
ー
ダ
ー
と
過
ご
そ
う
　

先
着

80
人
　

③
わ
く
わ
く
本
舗
「
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
」

来
年
1
月
11
日
㈯
〜
13
日
㈷
　

兵
庫

県
・
ハ
チ
高
原
　

寒
い
冬
を
ス
キ
ー
で

ハ
ッ
ピ
ー
に
過
ご
そ
う
！
　

先
着
40
人
　

小
学
生
3
万
9
8
0
0
円
、
中
学
生
4
万

5
8
0
0
円
（
道
具
・
ウ
エ
ア
代
な
ど
を
含

む
）

②
③
10
月
25
日
正
午
か
ら
青
少
年
協
会

☎
874
・
5
1
6
5
ま
た
は
ア
ク
ロ
ス
へ
来
館

ひ
ら
め
き
、お
ど
ろ
き
、び
っ
く
り

10
月
14
日
㈷
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　

住
道
中
学
校
　

ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば
し
た

り
、親
子
で
楽
し
め
る
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

9
月
12
日
か
ら
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
大

東
青
年
会
議
所
☎
863
・
2
7
0
0

　

863
・

2
7
0
1

地
域
集
会

思
い
込
み
や
偏
見
に
気
付
く
と
共
に
、他

者
の
思
い
を
自
分
自
身
の
こ
と
と
し
て
捉

え
、認
め
合
い
関
わ
り
合
っ
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
を
テ
ー
マ

に
し
た
、ビ
デ
オ

「
ほ
ん
と
の
空
」の

観
賞
と
懇
談

人
権
啓
発
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
大
東

事
務
局（
人
権

啓
発
室
）☎
870
・

9
0
6
1

市
民
講
座

　
今
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
活
動
さ
れ

て
い
る
講
師
を
お
迎
え
し
ま
す
。単
独
受
講
も

で
き
ま
す
が
、連
続
受
講
が
お
す
す
め
で
す
！

市
民
会
館
　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
　

50
人
（
多
数
の
場
合
は
連
続
受
講
者

を
優
先
）　

　

1
歳
6
か
月
〜
就
学
前

（
定
員
あ
り
。10
月
10
日
ま
で
に
申
込
要
）

とき テーマ 講師

10月17日 若者の就労支援の現場から見えてくるもの
キャリアブリッジ代表理事
白水祟真子さん

24日 地上に平和を　人に笑顔を 落語家・国境なき芸能団代表
笑福亭鶴笑さん

31日
多民族共生社会の実現をめ
ざしてー在日コリアン3世とし
て、保護者としての思いからー

多民族共生人権教育
センター事務局次長
文公輝さん

11月7日 暮らしの中の人権問題を考えてみよう！

高槻市人権まちづくり協会
人権啓発指導員
本田大美子さん

14日 人と人とのつながりが最大の防災です
ゆめ風基金事務局長
橘高千秋さん

いずれも木曜日午後1時30分～3時30分

人
権
啓
発
室
☎
870
・9
0
6
1

　

870
・

0
9
0
7

主
催
＝
市
、人
権
啓
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
東

とき ところ
10月16日㈬午後7時30分 朋来一丁目住宅集会所

19日㈯午後7時30分 南新田住宅自治会集会所

25日㈮午後7時30分 北灰塚公民館

29日㈫午後6時30分 龍間公会堂

11月 1日㈮午後7時 新田公民館
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お届けします！

地域の話題地域の話題地域の話題
　毎日食べるお米がどのように作られているの
かを知るため、10月17日に氷野小学校グラウン
ドの一角にある田んぼで、5年生が稲刈り体験
に取り組みました。6月の田植えから、当番が毎
日水やりをして順調に育った稲は、たわわに実
り収穫の時を迎えました。
　地域の人たちの協力を得て始まったこの授業
は、今年で3年目。稲刈りが始まると楽しそうな
声や、「固いよー」と初めて使う鎌に助けを求
める声があちこちから聞こえてきます。参加し

た児童は「稲を育てることの
難しさを知り、ご飯を大切に

燃えろ！全力！稲刈り！　氷野小学校で稲刈り体験

鎌の使い方を教えてもらいました

長靴持参で気合い十分

コンバインで脱穀されたもみを手に

食べようと思いました」と話していました。
　刈った稲は乾燥・精米され、炊飯器ではなく鍋で炊く予定で
す。子どもたちは「早く食べたい」と待ち遠しそうでした。

31だいとう　平成 25（2013）年 11 月号

情報
ボックス

古
堤
街
道
を
往
く
⑤

「
諸
福
天
満
宮
〜
江
戸
時
代
の
面
影
が
残
る
神
社
〜
」

第42話

　
前
回
小
欄
で
紹
介
し
た
勝
福
寺
の

東
向
か
い
に
、諸
福
の
氏
神
と
し
て
古

く
か
ら
崇
拝
さ
れ
て
き
た
諸
福
天
満

宮
が
あ
り
ま
す
。

　
当
社
が
諸
福
の
地
に
勧か
ん
じ
ょ
う請

さ
れ
て

き
た
の
は
寛
永
20
年
（
1
6
4
4
）の

こ
と
で
、拝
殿
と
一
体
化
し
た
権ご
ん
げ
ん
づ
く
り

現
造

と
い
わ
れ
る
様
式
の
本
殿
は
、市
内
で

は
非
常
に
珍
し
い
桃
山
建
築
の
建
造

物
と
し
て
大
東
市
の
指
定
文
化
財
と

な
っ
て
い
ま
す
。当
社
は
古
堤
街
道
よ

り
も
低
い
土
地
に
あ
り
「
神
を
見
下

ろ
す
」格
好
に
な
っ
て
い
た
た
め
、昭

和
に
入
っ
て
か
ら
盛
土
を
し
て
社
殿

が
上
げ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
江
戸
時
代
に
は
産う
ぶ
す
な土
神
社
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、明
治
5
年

（
1
8
7
2
）に
祭
神
・
菅
原
道
真
に

ち
な
ん
で
菅
原
神
社
と
改
め
ら
れ
ま

し
た
。そ
の
後
、平
成
の
修
復
の
際
に
、

本
殿
に
掲
げ
ら
れ
た
「
菅
原
神
社
」の

扁へ
ん

額が
く
の
板
を
め
く
る
と
、「
天
満
宮
」の

字
が
出
現
し
ま
し
た
。こ
れ
を
記
念
し

て
、平
成
11
年
（
1
9
9
9
）1
月
1

日
に
諸
福
天
満
宮
と
改
称
さ
れ
ま
し

た
。

　
境
内
に
は
、天
和
2
年
（
1
6
8
2
）

銘
の
石
鳥
居
や
、
元
禄
3
年

（
1
6
9
0
）銘
の
燈
籠
な
ど
、江
戸
時

代
の
石
造
物
が
残
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、延
享
2
年
（
1
7
4
5
）に
奉
納

さ
れ
た
燈
籠
に
は
「
河
内
国
茨
田
郡

諸
福
村
伊
勢
講
中
」と
あ
り
、江
戸
時

代
中
期
に
諸
福
に
伊
勢
神
宮
の
信
仰

集
団
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　
境
内
の
奥
に
は
末
社
の
歯
神
社
が

あ
り
ま
す
。歯
痛
に
よ
く
効
く
「
歯
神

さ
ん
」と
し
て
地
元

の
人
々
か
ら
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
次
回
は
古
堤
街

道
を
東
へ
進
み
な

が
ら
、街
道
か
ら
見

え
る
風
景
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

（
生
涯
学
習
課
）

末社・歯神社

諸福天満宮社殿
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